
聞く
基
本
形

き
語
幹

か
未
然
形

き
連
用
形

く
終
止
形

く
連
体
形

け
已
然
形

け
命
令
形

次の動詞の活用表を
完成させよ。

練習問題②

次の傍線部の動詞の
基本形・活用の種類・活用形を答えよ。

（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題③

・身死して財残る事は、

次の表の空欄を埋めよ。

練習問題①

あ

い
う

え
え

う

四段活用

残る・ラ行四段活用・連体形



次の空欄を埋めよ。

練習問題②

次の傍線部の動詞の
基本形・活用の種類・活用形を答えよ。

（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題③

次の表の空欄を埋めよ。

練習問題①

い

い
いる

いれ
いよ

いる

上一段活用 ひ

い

き

に

み

ゐ
る

・ある人、弓射ず

射る・ヤ行上一段活用・未然形



生く
基
本
形

い
語
幹

き
未
然
形

き
連
用
形

く
終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

次の動詞の活用表を
完成させよ。

練習問題②

次の傍線部の動詞の
基本形・活用の種類・活用形を答えよ。

（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題③

次の表の空欄を埋めよ。

練習問題①

い

い
う

うれ
いよ

うる

上二段活用

恋ふ・ハ行上二段活用・已然形

くる

くれ

きよ

・恋ふれども



次の表の空欄を埋めよ。

練習問題②

次の傍線部の動詞の
基本形・活用の種類・活用形を答えよ。

（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題③

・鞠を蹴ることか。

次の表の空欄を埋めよ。

練習問題①

い

い
いる

いれ
いよ

いる

上一段活用

け

け
ける

けれ
けよ

ける

下一段活用

「蹴る」・カ行下一段活用・連体形



寝
基
本
形

〇
語
幹

ね
未
然
形

ね
連
用
形

ぬ
終
止
形

るぬ
連
体
形

れぬ
已
然
形

よね
命
令
形

次の動詞の活用表を
完成させよ。

練習問題②

次の傍線部の動詞の
基本形・活用の種類・活用形を答えよ。

（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題③

・花を植ゑて

次の表の空欄を埋めよ。

練習問題①

え

え
う

うれ
えよ

うる

下二段活用

「植う」・ワ行下二段活用・連用形



聞く
基
本
形

き
語
幹

か
未
然
形

き
連
用
形

く
終
止
形

く
連
体
形

け
已
然
形

け
命
令
形

次の活用表を完成させよ。練習問題①

見る
基
本
形

〇
語
幹

み
未
然
形

み
連
用
形

るみ
終
止
形

るみ
連
体
形

れみ
已
然
形

よみ
命
令
形

報ゆ
基
本
形

報
語
幹

い
未
然
形

い
連
用
形

ゆ
終
止
形

るゆ
連
体
形

れゆ
已
然
形

よい
命
令
形

蹴る
基
本
形

〇
語
幹

け
未
然
形

け
連
用
形

るけ
終
止
形

るけ
連
体
形

れけ
已
然
形

よけ
命
令
形

寝
基
本
形

〇
語
幹

ね
未
然
形

ね
連
用
形

ぬ
終
止
形

るぬ
連
体
形

れぬ
已
然
形

よね
命
令
形



下線部の動詞の基本形・活用の種類・活用形を答えよ。
（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題②

・身死して財残る事は、

・ある人、弓射ず

・恋ふれども

・鞠を蹴ることか。

・花を植ゑて

残る・ラ行四段・連体形

射る・ヤ行上一段・未然形

恋ふ・ハ行上一段・已然形

蹴る・カ行下一段活用・連体形

植う・ワ行下二段・連用形



次の空欄を埋めよ。練習問題③

ひ い き に み ゐ

る る る る る る

干る

鋳る

射る 着る

煮る

似る 見る

率る

居る



見るポイントは
３つ！

活用問題の解き方 3ステップ

①（終止形）を考える

②（後ろ）についている言葉を見る

③（「ず」）をつけた時の形を考える



見るポイントは
３つ！

活用問題の解き方 3ステップ

①（終止形）を考える
→（基本形）の答え
②（後ろ）についている言葉を見る
→（活用形）の答え

③（「ず」）をつけた時の形を考える
→（活用の種類）の答え



次の傍線部の動詞の
基本形・活用の種類・活用形を答えよ。

（例）住む・マ行四段・未然形

練習問題

・病癒えてありけるは、

癒ゆ・ヤ行下二段活用・連用形

①終止形を考える➡「癒ゆ」
普通に「う」の音に変えると「癒え」→「癒う」
「癒う」はおかしいのでこれは「ア行」ではなく「ヤ行」の「癒ゆ」だと分かる！
②後ろについている言葉を見る➡「連用形」
後ろに「て」が付くときは「連用形」に活用している！
③後ろに「ず」をつけた時の形を考える➡「ヤ行下二段活用」
「ず」を後ろに付けると「癒えず」になる。
後ろに「ず」をつけた時、つまり未然形のときに「癒え」になっているので
この動詞は「下二段活用」である事がわかる！

解
説


